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ほこたほこた

9― 12 行政からのお知らせ２

■狂犬病予防注射日程
■デイケアのご案内
■中央公民館大集会室使用中止について
■軽自動車税の減免申請について
■不動産公売の実施について
■鉾田市職員採用試験のお知らせ　ほか

6 ― 8 まちの話題

■市産地ブランドアップ振興協議会総会
■小中学校入学式
■ほっとパーク鉾田入館者200万人達成
■安塚公園鯉のぼり掲揚
■こむこむ　ほこた
■スポーツ　ほか

今
月
の
内
容

2― 5 行政からのお知らせ１

■子ども手当制度
■水道料金改定
■平成22年度区長会議
■消費生活センター
■国民健康保険税減免制度
■民生委員・児童委員　ほか

鉾田市民憲章鉾田市民憲章
● 水と緑ゆたかな自然を誇り、美しい環
境をつくります
● 思いやりを大切にし、助け合いと感謝
のこころを育みます
●健康で働き、活気ある産業を築きます
●教養を深め、高い文化を培います
● きまりを守り、安心して暮らせるまち
をつくります
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「
わ
ぁ
ー
甘
ぁ
〜
い
で
す
ね
。
で
も
サ
ッ
パ
リ
し

て
い
て
い
く
ら
で
も
食
べ
ら
れ
ま
す
ね
。」
こ
れ
は
、

「
お
は
よ
う
茨
城
」
収
録
の
一
場
面
で
す
。
今
年
も

メ
ロ
ン
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

鉾
田
市
は
メ
ロ
ン
の
産
出
額
が
日
本
一
（
平
成
18

年
度
農
業
産
出
額
）。
市
内
で
作
ら
れ
て
い
る
メ
ロ

ン
に
は
ア
ン
デ
ス
、
オ
ト
メ
、
ク
イ
ン
シ
ー
、
タ
カ

ミ
、
ア
ー
ル
ス
な
ど
の
品
種
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
鉾

田
の
メ
ロ
ン
に
新
し
い
品
種
が
加
わ
り
ま
し
た
。
そ

の
名
も
『
イ
バ
ラ
キ
ン
グ
』。
早
期
出
荷
メ
ロ
ン
に

み
ら
れ
る
小
玉
傾
向
や
糖
度
不
足
な
ど
を
克
服
す
る

た
め
、
茨
城
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
生
物
工
学
研
究

所
で
20
年
の
歳
月
を
か
け
て
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
特

徴
は
、
さ
わ
や
か
な
甘
さ
と
な
め
ら
か
な
肉
質
。
名

前
は
、
全
国
一
の
メ
ロ
ン
生
産
量
を
誇
る
茨
城
県
の

「
メ
ロ
ン
の
王
様(

キ
ン
グ)

と
し
て
茨
城
の
顔
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
願
い
を
込
め
て
命
名
さ
れ
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ａ
か
し
ま
な
だ
メ
ロ
ン
部
会
研
究
部
の
生
産
者

に
よ
っ
て
試
験
栽
培
さ
れ
、
農
産
物
直
売
所
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
だ
ろ
う
で
店
頭
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。
生
産
者
の
一
人
で
あ
る
市
村
知
一
さ
ん

は
、「
試
験
栽
培
を
し
て
5
年
、
や
っ
と
良
い
メ
ロ

ン
が
で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
を
育
て
る
よ
う
に
愛
情

を
持
っ
て
育
て
た
自
慢
の
メ
ロ
ン
を
多
く
の
方
に
食

べ
て
も
ら
い
た
い
で
す
」
と
誇
ら
し
く
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

鉾
田
の
メ
ロ
ン
は
、
東
北
、
北
陸
、
首
都
圏
、
甲

信
越
、
東
海
、
近
畿
地
方
な
ど
全
国
各
地
に
出
荷
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
6
月
に
か
け
て
収
穫
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

　

3
月
は
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」、
今
月
は
「
お
は

よ
う
茨
城
」。
鉾
田
の
農
産
物
が
全
国
、
首
都
圏
に

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
度
は
、
映
像
で
は
な
く
生

の
鉾
田
が
全
国
の
食
卓
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
さ
に
旬
を
迎
え
る
、
甘
く
て
お
い
し
い
鉾
田
の

メ
ロ
ン
を
ご
賞
味
あ
れ
！

「イバラキング」の花

「イバラキング」品種開発を主に担当した
県農業センターの宮城慎室長（写真右）

ＪＡかしまなだメロン部会研究部試食会

ファーマーズマーケットなだろうでの試食販売

写真は、5月 9日放送予定の「おはよう茨城」の収録の様子
リーポーターの庄司麻衣さん（中央）と市村さんご夫妻
写真は 月 9日放送予定の「おはよう茨城 の収録の様子

イバラキング登場イバラキング登場！！

 さ
わやかな甘さ、なめらかな肉質

!



広報ほこた H22.5

2010.5 2

市
の
動
静
（
４
月
）

1 

新
規
採
用
職
員
宣
誓
式
及
び
定
期
人
事
異
動
辞
令
交
付
式

５ 

市
民
と
市
長
の
朝
市
ト
ー
ク

    

市
立
第
一
保
育
所
・
第
二
保
育
所
入
所
式

６ 

春
の
交
通
安
全
ル
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

 

市
立
小
学
校
入
学
式

　

 

心
配
ご
と
相
談
員
へ
の
委
嘱
状
交
付

７ 

市
立
中
学
校
入
学
式

　

 

全
国
市
長
会
「
農
業
政
策
等
を
考
え
る
小
委
員
会
」

８ 

市
立
幼
稚
園
入
園
式

16 

市
産
地
ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ
プ
振
興
協
議
会
総
会

17 

百
里
基
地
周
辺
市
町
協
力
会
総
会

19 

臨
時
記
者
会
見

20 

春
の
地
域
安
全
運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

21 

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
総
会

　

 

県
日
中
友
好
協
会
総
会

23 

区
長
会
区
長
会
議

「
子
ど
も
手
当
」
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
！

　
「
子
ど
も
手
当
」
は
次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健

や
か
な
育
ち
を
社
会
全
体
で
応
援
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
「
児
童
手
当
」
に
代
わ
り
、「
子
ど
も
手
当
」

で
は
、
支
給
の
対
象
が
小
学
校
修
了
前
ま
で
か
ら
中
学
校

修
了
前
ま
で
の
子
ど
も
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

■
対
象

　

 

０
歳
〜
中
学
校
修
了
前
（
15
歳
到
達
後
最
初
の
3
月
31
日

ま
で
）
の
子
ど
も

■
支
給
額

　

子
ど
も
1
人
に
つ
き
、
月
額
１
万
３
千
円

■
支
給
時
期

　

6
月
・
10
月
・
2
月

■
支
給
対
象
者

　

 
鉾
田
市
に
住
所
が
あ
り
、
対
象
年
齢
の
子
ど
も
を
養
育
し

て
い
る
父
ま
た
は
母
で
家
庭
の
生
計
中
心
者

※ 

生
計
中
心
者
と
は
、
共
働
き
等
の
家
庭
に
お
い
て
は
児
童
の

父
ま
た
は
母
の
う
ち
恒
常
的
に
所
得
が
高
く
子
ど
も
を
税
法

上
扶
養
し
て
い
る
方
、
子
ど
も
の
保
険
証
の
扶
養
者
な
ど
。

※  

父
母
以
外
の
方
が
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
場
合
に
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　手続きが必要と思われる方には、4月下旬に認定請求書
等を郵送しています。（9月 30 日までに手続きをお願いし
ます。期限を過ぎると、申請した翌月分からの支給となり
ます。）

現在、中学 2・3年生の

子どもがいますか？

平成 22 年 3月 31 日まで、鉾田市から児童

手当を受給していましたか？

現在、0歳～中学 3年生

の子どもがいますか？

手続き必要
「子ども手当
額改定認定
請求書」等
の提出

手続き必要

「子ども手当

認定請求書」

等の提出

手続き不要
子ども手当

支給対象外

Yes

Yes Yes

No

No No

【手続きに必要なもの】
①「子ども手当額改定認定請求書」又は「子ども手当認定請求書」②
印鑑（認印）③支給対象者の保険証のコピー④支給対象者名義の普通
預金通帳のコピー⑤子どもが市外に居住している場合は子どもの住民
票謄本⑥申請者又は子どもが外国籍の場合には、外国人登録証の両面
コピー
※支給対象者や子どもの状況によっては、別途書類が必要になる場合
があります

【
外
国
籍
の
方
の
受
給
に
つ
い
て
】

　

在
留
資
格
が
短
期
滞
在
・
興
行
、
在
留
期
間
が
１
年
未
満
等

の
方
は
受
給
資
格
の
要
件
に
該
当
し
ま
せ
ん
。

【
外
国
に
住
ん
で
い
る
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
場
合
】

　

支
給
条
件
（
①
年
に
２
回
以
上
子
ど
も
と
面
会
し
て
い
る
②

生
活
費
、
学
資
金
等
の
送
金
を
４
ヶ
月
に
１
度
は
継
続
的
に

行
っ
て
い
る
③
来
日
前
は
子
ど
も
と
同
居
し
て
い
た
等
）
を
満

た
し
、
証
明
で
き
る
書
類
を
提
出
し
た
場
合
に
支
給
対
象
と
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
寄
付
】

　

子
ど
も
手
当
の
全
部
又
は
一
部
を
寄
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
寄
付
さ
れ
た
手
当
は
子
育
て
支
援
事
業
に
使
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
手
続
き
が
必
要
に
な
る
場
合
】

○
出
生
、
転
入
、
転
出
さ
れ
た
と
き

○
子
ど
も
を
養
育
し
な
く
な
っ
た
と
き

○
支
給
対
象
者
又
は
子
ど
も
の
名
前
が
変
わ
っ
た
と
き　

○
支
給
対
象
者
が
公
務
員
に
な
っ
た
と
き

○
手
当
の
振
込
先
金
融
機
関
を
変
更
す
る
と
き　

等

※ ４月１日以降、転出した方や子どもが市外に居住している等
の方には認定請求書が郵送されない場合があります。認定請求
書が届いていない場合はお問い合わせください。
※ 公務員の方は勤務先から支給されます。手続きについては勤
務先にお問い合わせください。

児
童
手
当
は
な
く
な
る
の
？

児
童
手
当
は
平
成
22
年
3
月
分
ま
で
。
平
成
22
年
4
月
か

ら
は
子
ど
も
手
当
に
代
わ
り
ま
し
た
。
支
払
い
は
児
童
手

当
2
・
3
月
分
と
子
ど
も
手
当
4
・
5
月
分
が
6
月
に
、

6
〜
9
月
分
が
10
月
、
10
〜
1
月
分
が
2
月
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

子
ど
も
手
当
に
所
得
制
限
は
あ
り
ま
す
か
？

あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
と
別
居
し
て
い
ま
す
。
私
（
支
給
対
象
者
）
は
市

外
に
居
住
し
て
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
の
市
に
申
請
し
た
ら

よ
い
で
す
か
？

支
給
対
象
者
の
住
所
地
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
又
は
配
偶
者
名
義
の
口
座
に
振
り
込
む
こ
と
は
で

き
ま
す
か
？

支
給
対
象
者
名
義
の
口
座
に
し
か
振
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

＜手続き＞

＆
Ｑ

Ａ

ＱＡＡ Ａ ＱＱ ＱＡ

市
福
祉
事
務
所 

子
ど
も
家
庭
課

                  

☎
３
３
〜
２
１
１
１
（
内
線
）
１
５
７
１

〈
手
続
き
〉
子
ど
も
家
庭
課

　
　
　
　

  

各
市
民
セ
ン
タ
ー
総
合
窓
口
グ
ル
ー
プ

問

市議会事務局☎ 33-2111（内線）1311問

◆
開
会　

６
月
８
日
（
火
）
10
時
か
ら

　

鉾
田
市
役
所　

３
階　

市
議
会
議
場

　
　

※ 

日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

傍
聴
を
す
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
の
う

え
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

平
成
22
年
第
２
回

鉾
田
市
議
会
定
例
会
の
お
知
ら
せ

平
成
22
年
4
月
か
ら
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■
鉾
田
市
水
道
事
業
の
経
営
状
況

　

水
道
事
業
は
、
公
営
事
業
会
計
の
た
め
事
業
に
必
要
な
経
費

は
水
道
料
金
収
入
を
も
っ
て
充
て
る
と
い
う
独
立
採
算
性
を
原

則
に
経
営
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
の
場
合
、
加
入
世
帯
の

約
7
割
が
毎
月
の
水
道
使
用
水
量
10
㎥
未
満
で
あ
る
こ
と
や
景

気
の
低
迷
、
少
子
高
齢
化
等
に
よ
る
水
需
要
の
低
下
に
よ
っ
て

水
道
料
金
の
伸
び
が
見
込
め
ず
、
一
般
会
計
か
ら
の
財
政
支
援

を
受
け
経
営
を
成
り
立
た
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
安
全
で
安
心

な
飲
料
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
と
い
う
水
道
事
業
の
役
割
を

果
た
す
た
め
に
、
施
設
整
備
計
画
を
着
実
に
実
施
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、

今
後
の
施
設
整
備

等
に
要
す
る
資
金

を
確
保
し
て
い
く

こ
と
も
重
要
な
課

題
で
す
。

　

一
方
、
一
般
会

計
に
お
い
て
は
、

長
引
く
景
気
の
低

水
道
料
金
が
６
月
か
ら
改
定
さ
れ
ま
す

〜
安
全
・
安
心
で
お
い
し
い
水
道
水
を
安
定
供
給
す
る
た
め
に
〜

　

本
市
の
水
道
事
業
は
、
自
家
用
井
戸
水
の
利
用
と
の

併
用
な
ど
の
理
由
で
水
道
普
及
率
・
使
用
水
量
と
も
低

迷
し
、
水
道
料
金
収
入
が
伸
び
悩
み
、
厳
し
い
経
営
が

続
い
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
6
月
分
か
ら
経
営
の
改
善

を
図
り
、
安
全
で
安
心
な
水
道
水
を
安
定
的
に
供
給
す

る
た
め
、
必
要
最
小
限
の
範
囲
で
水
道
料
金
を
改
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

①基本料金

口径
現行 新料金（Ｈ 22 年 6月～）

旭
区域

鉾田
区域

大洋
区域

旭
区域

鉾田
区域

大洋
区域

１３㎜ 1,470 1,570 1,942 1,790 1,790 現行
どおり

２０㎜ 1,680 1,690 2,047 1,890 1,890 現行
どおり

２５㎜ 1,890 1,930 2,152 2,120 2,120 現行
どおり

３０㎜ 3,150 2,520 2,730 現行
どおり 2,780 3,150 

４０㎜ 5,250 5,360 5,460 5,460 5,460 5,660 

５０㎜ 10,500 9,350 8,190 現行
どおり 10,500 10,500 

７５㎜ 21,000 18,690 16,380 現行
どおり 21,000 21,000 

１００㎜ ー ー 32,760 34,780 34,780 34,780 

１５０㎜ ー ー 98,280 ー ー 現行
どおり

②従量料金

１㎥当り
現行 新料金（Ｈ 22 年 6月～）

旭
区域

鉾田
区域

大洋
区域

旭
区域

鉾田
区域

大洋
区域

10 ㎥超え
30 ㎥まで 189 184 220 204 204 現行

どおり

30 ㎥超え 210 197 231 220 220 現行
どおり

③水道メーター使用料

口径
現行 新料金（Ｈ 22 年 6月～）

旭
区域

鉾田
区域

大洋
区域

旭
区域

鉾田
区域

大洋
区域

１３㎜ 105 105 105 現行
どおり

現行
どおり

現行
どおり

２０㎜ 157 157 157 現行
どおり

現行
どおり

現行
どおり

２５㎜ 210 210 210 現行
どおり

現行
どおり

現行
どおり

３０㎜ 315 315 315 現行
どおり

現行
どおり

現行
どおり

４０㎜ 525 525 420 現行
どおり

現行
どおり 525 

５０㎜ 1,575 1,575 840 現行
どおり

現行
どおり 1,575 

７５㎜ 2,100 2,100 2,415 2,415 2,415 現行
どおり

１００㎜ ー ー 3,045 3,045 3,045 現行
どおり

１５０㎜ ー ー 6,195 ー ー 現行
どおり

鉾
田
水
道
事
務
所
☎
３
２
〜
４
３
３
３

問

水道料金改定表（抜粋）
　次の①から③までを合算した額が、毎月の水道料金と
なります。

※ 大洋区域は、口径３０ｍｍ以上について水道料金に１０㎥の基本
水量が含まれていませんでした。今回の料金改定では、鉾田及び旭
区域と同様、１００ｍｍまでの口径で基本水量を含んだ料金改定を
行いました。

【水道料金の例】
改定前と改定後の毎月の水道料金の比較
（水道料金の算式：①+（②×（使用水量ー 10 ㎥））+③
●旭区域
　＜口径＞　　＜使用水量＞　 ＜改定前＞　　＜改定後＞　　　 ＜差額＞
　13㎜　　　20㎥　　　3,465 円　　3,935 円　　　470 円
　20㎜　　　20㎥　　　3,727 円　　4,087 円　　　360 円
●鉾田区域
　＜口径＞　　＜使用水量＞　 ＜改定前＞　　＜改定後＞　　　 ＜差額＞
　13㎜　　　20㎥　　　3,515 円　　3,935 円　　　420 円
　20㎜　　　20㎥　　　3,687 円　　4,087 円　　　400 円
●大洋区域
　＜口径＞　　＜使用水量＞　 ＜改定前＞　　＜改定後＞　　　 ＜差額＞
　13㎜　　　20㎥　　　4,247 円　　4,247 円　　　     0 円
　20㎜　　　20㎥　　　4,404 円　　4,404 円　　　     0 円

■
町
村
合
併
か
ら
の
経
過

　

市
水
道
事
業
は
、
平
成
17
年
の 

町
村
合
併
時
に
3
町
村
の

事
業
を
引
き
継
ぎ
、
現
在
ま
で
4
年
間
、
旧
町
村
（
旭
区
域
・

鉾
田
区
域
・
大
洋
区
域
）
ご
と
の
料
金
体
系
を
採
用
し
て
き
ま

し
た
。

　

合
併
協
定
書
で
は
、
旧
町
村
の
水
道
計
画
に
基
づ
く
事
業
に

つ
い
て
新
市
に
引
き
継
ぎ
、
水
道
料
金
及
び
加
入
金
に
つ
い
て

は
、
段
階
的
に
調
整
し
、
平
成
25
年
度
の
事
業
完
了
後
に
統
一

す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

迷
や
行
政
需
要
の
増
大
な
ど
か
ら
既
存
経
費
の
削
減
は
も
と
よ

り
事
業
の
選
択
と
集
中
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
道
事
業
会

計
に
対
し
て
も
例
外
で
は
な
く
、
一
般
会
計
か
ら
の
財
政
支
援

は
年
々
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
料
金
改
定

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、
経
営
の
健
全
化
を
図
る

た
め
、
市
水
道
事
業
審
議
会
に
『
水
道
料
金
の
改
定
（
案)

』
に
つ
い
て
諮
問
し
、
同
審
議
会
の
答
申
を
踏
ま
え
て
、
今
年

３
月
の
市
議
会
定
例
会
に
必
要
最
小
限
の
範
囲
で
水
道
料
金
の

改
定
を
実
施
す
る
『
鉾
田
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
』
を
提
案
し
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

改
定
さ
れ
た
水
道
料
金
は
、
平
成
22
年
6
月
分
か
ら
適
用
さ

れ
ま
す
。
改
正
額
は
、
左
記
の
「
水
道
料
金
改
定
表
（
抜
粋
）」

の
と
お
り
で
す
。

■
経
営
改
善
の
対
応
策

　

料
金
改
定
と
併
せ
て
平
成
22
年
4
月
か
ら
加
入
金
の
一
部
軽

減
を
実
施
す
る
な
ど
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
「
水
道
水
」
を
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
加
入
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
加
入
・
水
道
使
用
促
進
施
策
】

①
水
道
加
入
金
の
一
部
軽
減

　
（
平
成
22
年
4
月
か
ら
平
成
25
年
3
月
ま
で
実
施
）

②
水
道
水
未
使
用
世
帯
解
消
に
向
け
た
啓
発

   

※
水
道
加
入
世
帯
の
約
4
割
が
水
道
水
未
使
用
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③ 

地
区
ご
と
の
井
戸
水
検
査
の
実
施
に
よ
る
安
全
な
飲
料
水
へ

の
切
り
替
え
の
啓
発

④
『
鹿
行
の
水
』
に
よ
る
水
道
水
の
試
飲
等
啓
発
活
動

   

※ 

『
鹿
行
の
水
』
…
県
企
業
局
が
製
造
販
売
し
て
い
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

入
り
の
水
道
水
。
市
で
は
、
県
企
業
局
の
協
力
に
よ
り
、
加
入
促
進

Ｐ
Ｒ
用
と
し
て
無
償
提
供
を
受
け
て
い
ま
す
。

▲ 市役所で開催される会議やイベント等
には「鹿行の水」を提供し、水道利用
促進のＰＲ活動を行っています

　水道料金の改定につきま
して、皆様のご理解とご協
力をお願いします。

※  10 ㎥までは、基本料金に含まれています。
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総
務
省
茨
城
行
政
評
価
事
務
所
行
政
相
談
課

　

☎
０
５
７
０
〜
０
９
０
１
１
０

市
役
所　

総
務
課
秘
書
室

　

☎
３
３
〜
２
１
１
１
（
内
線
）
１
２
１
２

問

鉾田市区長会役員（敬称略）

区
長
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

平成22年度　区長名簿（敬称略）

会長 白井忠夫
副会長 梶間昭男
〃 飯島　仁
監事 飯塚經廣
〃 久野政一
〃 飯島武夫
幹事 白田庫夫

幹事 久坂法正
〃 黒田一次
〃 鬼澤　榮
〃 秋山　林
〃 田山重雄
〃 堀田正衛
〃 平沼義和

幹事 井川信義
〃 長峯　薫
〃 冨田茂穂
〃 小沼洋之助
会計 栗田　仁
〃 額賀元康

　

４
月
23
日
、
鉾
田
市
区
長
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
の
冒
頭
、
平
成
21
年
度
を
も
っ
て
区
長
を
退
任
さ
れ
た
方
々
へ
の
感
謝

状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
鬼
沢
市
長
か
ら
平
成
22
年
度
の
市
予
算
と
事
業
計
画
に
つ
い
て

説
明
が
な
さ
れ
、
財
政
健
全
化
へ
の
理
解
と
市
政
へ
の
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

区
長
会
議
の
後
、
鉾
田
市
区
長
会
総
会
が
開
か
れ
、
平
成
22
年
度
事
業
計
画
の

承
認
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【鉾田支部】
桜本 小沼恒敏
七軒町 栗原　修
新鉾田 小沼　洋
横町 石﨑三郎
古宿 青野正男
新町 皆川義夫
旭町 大和岑生
御城 吉見賴能
仲須 大和田勝雄
西町 井坂正三
本橋町 髙野德一
上宿 黒田一次
昭和町 中城惠一
本町 高橋忠夫
塔ヶ崎 長峯　薫
西台 額賀昭治
安房南 方波見好雄
安房北 方波見邦夫
安房高野 菊谷　博
靭負 白井忠夫
上諏訪 平沼義和
柏熊 大貫政好
高田 小室伊久男
串挽上 小沼洋之助
串挽下 伊東　良
堀の内 若林　豊
野友 岡里　洋
半原 秋山　林
西半原 野原忠男
借宿新田 藤井保雄
粟野 菅谷悦男
借宿 二重作茂兵衛
須賀 高埜房男
青柳 小島　泱
郡境 井村安雄
烟田 大口一男
玄生 井川修一
小高根 井川信義
宮内 中村　守
安塚 髙柳勝則
田中 藤野達也
青山 山口喜成
大竹 平沼直樹
美原 米山體制
岡堀米 額賀輝夫
下荒地 飯塚經廣

白塚 塙　良一
紅葉 市毛宏知
大川 海老澤忠次
菅野谷 新堀重夫
大和田 井川　勲
上冨田 冨田　健
藤沼 佐伯冨士夫
下冨田 冨田茂穂
鳥栖本郷 新堀　昇
鳥栖新田 鬼澤　榮
新里 冨田哲夫
寄居 海老原政美
当間 中根康雄
坂戸 大槻幸治
飯名 髙野和夫
秋山 田山重雄
駒木根 吉﨑榮一
徳宿新田 川上保正
徳宿本郷 山口傳左衛門
東野 菊地　博
南野 坂本幸一
石八戸 川又　淑
額相 堀田正衛
大戸 佐伯　平
舟木 江沼勝一
【旭支部】
上釜 柳沢信一
沢尻 梶間昭男
荒地 米川　武
箕輪東 井川完條
箕輪西 白田庫夫
下太田 櫻井中雄
上太田 飯島武男
田崎 中野日出男
和岡 富田省三
大神 小沼正義
下鹿田 小沼友藏
上鹿田 入江道男
大沼 佐伯一見
飯田 久野政一
造谷第一 新堀喜弘
造谷第二 江沼正治
造谷第三 浅倉　岱
三和 窪　輝義
子生 皆藤茂樹
子生第二 曽我部昭男

玉田 根本羡夫
野田 酒井英一
常磐第一 沢上正美
常磐第二 鈴木新吾
勝下新田 磯　孝
冷水 石田敏晴
西勝下 栗田　仁
樅山 川﨑慶三
滝浜新田 芝　武
滝浜 小野瀬信夫
柏熊新田 平沼政義
湯坪 石﨑三男
【大洋支部】
札 飯島豊洋
江川 人見一弥
中居 風間　守
上幡木 取次誠司
下沢 小野千秋
堺釜 飯岡髙徳
京知釜 岡田仁一郎
飯島 貝塚憲一
高釜 久坂法正
田子沼 岸田裕敞
組塚 東峰一明
荒地 菅谷憲男
上沢 大司隆之
大蔵 大内　博
田塚 額賀元康
阿玉 山上宗俊
梶山 高野武夫
二重作 中根忠良
台浜第一 小沼淳一
台浜第二 清宮市郎
台浜西部 小沼美喜雄
濁沢 深作忠芳
汲上上宿 飯島武夫
汲上下宿 小橋秀弘
椎之内 大山　清
別所釜 岸田和弘
町山 菅谷　實
武与釜 菅谷彰男
吾妻原 飯島　仁
青山小角台 水上　茂

春
の
特
設
行
政
相
談

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

最
近
、
悪
質
商
法
や
振
り
込
め
詐
欺
、
商
品
事
故
、
食

品
偽
装
な
ど
様
々
な
消
費
者
問
題
が
身
近
に
発
生
し
て
い

ま
す
。
市
で
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
消
費

生
活
に
関
す
る
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

■
相
談
内
容

　

契
約
、
解
約
、
多
重
債
務
問
題
な
ど
消
費
生
活
に
関
す

る
も
の
。

※ 

相
談
に
は
専
門
の
相
談
員
が
対
応
し
、
秘
密
厳
守
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

国
の
仕
事
や
そ
の
手
続
き
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て

ご
意
見
ご
要
望
が
あ
れ
ば
お
気
軽
に
行
政
相
談
委
員
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

鉾
田
市
で
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
3
名
の
行

政
相
談
委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
5
月
は
、
毎
月
の
定

例
行
政
相
談
の
ほ
か
、
特
設
行
政
相
談
を
開
設
し
ま
す
。

　

ご
相
談
は
、
無
料
、
秘
密
厳
守
で
行
っ
て
い
ま
す
。

【
特
設
行
政
相
談
】

●
5
月
9
日
（
日
）
旭
学
習
等
供
用
施
設　

研
修
室
2

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
5
月
12
日
（
水
）
鉾
田
中
央
公
民
館　
　

1
階
会
議
室

　
　
　
　
　
　
　
　

17
時
〜
19
時

●
5
月
17
日
（
月
）
大
洋
保
健
セ
ン
タ
ー　

会
議
室

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

【
定
例
行
政
相
談
】

●
日
時
：
毎
月
第
2
水
曜
日
17
時
〜
19
時

●
場
所
：
鉾
田
中
央
公
民
館　

1
階
会
議
室

※ この名簿は、4月 23 日時点で
の区長を掲載しました

●場　所
　鉾田1443(鉾田保健センター内)
　☎３３ー２９９２（直通）
●相談受付
　月～金 9時～ 16 時 30 分
※ 平日の 12 時～ 13 時
　祝日を除く

平成
22
年度

退職区長への感謝状贈呈



広報ほこた H22.5

2010.55

新
た
な
国
民
健
康
保
険
税
の

　
　
　
　
　

減
免
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

〜
倒
産
、
解
雇
、
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
り
離
職
さ
れ
た
方
へ
〜

　

平
成
22
年
4
月
か
ら
、
会
社
の
倒
産
や
解
雇
、
雇
い
止
め

な
ど
に
よ
る
離
職
（
非
自
発
的
失
業
）
に
よ
り
雇
用
保
険
の

失
業
給
付
を
受
け
る
方
の
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
、
そ

の
方
の
前
年
の
給
与
所
得
を
１
０
０
分
の
３
０
に
軽
減
し
て

算
定
す
る
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
減
免
を
受
け
る
に

は
申
請
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

市
役
所 

保
険
年
金
課

☎
３
３
〜
２
１
１
１

（
内
線
）
１
１
２
１
・
１
１
２
２

問

対
象
者
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
3
月
31
日
以
降
に
離
職
さ
れ
た
方
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
。

　

●
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者

　
　
（
倒
産
、
解
雇
な
ど
に
よ
り
離
職
）

　

●
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者

　
　
（
雇
用
保
険
期
間
満
了
な
ど
に
よ
り
離
職
）

【
確
認
方
法
】

　
『
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
』（
本
人
所
持
）
に
よ
る
確
認
と

し
、「
離
職
年
月
日
理
由
」
欄
の
「
理
由
コ
ー
ド
」（
2
桁
の
数

字
）
が
次
の
コ
ー
ド
で
あ
れ
ば
、
対
象
に
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
理
由
コ
ー
ド

特
定
受
給
資
格
者
「
11
」「
12
」「
21
」「
22
」「
31
」「
32
」

特
定
理
由
離
職
者
「
23
」「
33
」「
34
」

減
免
期
間
に
つ
い
て

　

離
職
の
翌
日
の
属
す
る
年
度
か
ら
離
職
日
の
属
す
る
年
度
の

翌
年
度
末
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
減
免
さ
れ
ま
す
。

【
例
】

　
（
離
職
日
）
平
成
21
年
10
月
5
日

　
　
　
　

↓
軽
減
期
間
：
平
成
22
年
4
月
〜
平
成
23
年
3
月

　
（
離
職
日
）
平
成
22
年
3
月
31
日

　
　
　
　

↓
軽
減
期
間
：
平
成
22
年
4
月
〜
平
成
24
年
3
月

　
（
離
職
日
）
平
成
22
年
6
月
20
日

　
　
　
　

↓
軽
減
期
間
：
平
成
22
年
6
月
〜
平
成
24
年
3
月

申
請
に
つ
い
て

【
必
要
な
も
の
】

　

・「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」

　

・
印
鑑

※ 

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を
紛
失
な
ど
の
理
由
で
お
持
ち
で
な
い

場
合
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
請
受
付
窓
口
】

　

市
役
所　

保
険
年
金
課

　

旭
市
民
セ
ン
タ
ー　
　

総
合
窓
口
グ
ル
ー
プ
（
国
保
・
税
務
担
当
）

　

大
洋
市
民
セ
ン
タ
ー　

総
合
窓
口
グ
ル
ー
プ
（
国
保
・
税
務
担
当
）

そ
の
他

●
減
免
内
容

　

 　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
前
年
の
所
得
、
均
等
割
、
平
等
割

に
よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
対
象
者
の
前
年
の
給

与
所
得
を
１
０
０
分
の
３
０
と
み
な
し
て
算
定
す
る
こ
と
で

軽
減
さ
れ
ま
す
。

●
軽
減
措
置

　

 　

低
所
得
世
帯
に
適
用
さ
れ
る
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
制

度
（
均
等
割
、
平
等
割
を
7
割
、
5
割
、
2
割
軽
減
）
判
定

に
つ
い
て
も
、
離
職
さ
れ
た
方
の
給
与
所
得
を
１
０
０
分
の

３
０
と
み
な
し
て
算
定
さ
れ
ま
す
。

●
途
中
で
就
職
し
た
場
合

　

 　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
間
は
、
途
中
で
就
職
し

て
も
引
き
続
き
対
象
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
会
社
の
健
康

保
険
に
加
入
す
る
な
ど
国
民
健
康
保
険
を
脱
退
す
る
と
終
了

し
ま
す
。

■
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
常
に
住
民
の
立
場
に
た
っ
て
、

安
心
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
生
活
上
の
心
配
ご
と
な
ど
、
担
当
地
区
の
民
生

委
員
・
児
童
委
員
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市
役
所
社
会
福
祉
課

　

☎
３
３
〜
２
１
１
１
（
内
線
）
１
５
６
５

問

　鉾田市には、地区担当委員が100名、児童を専門とする主任児童委員7名、合計107名の委員がいます。本

年度の活動強化週間の取組みとして、各協議会でスローガンを掲げ、活動を強化しています。

●旭地区　スローガン「身近な福祉のおてつだい　あなたを支える　民生委員児童委員」
●鉾田地区スローガン「思いやり　誰もが笑顔で　暮らすまち　民生委員児童委員」
●大洋地区スローガン「広げよう　地域に根ざした　思いやり」

〜
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
（
5
／
12
）、
活
動
強
化
週
間
〜

い
つ
も
、あ
な
た
の
そ
ば
に
・・・

　

5
月
12
日
は
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

で
す
。
ま
た
、
5
月
12
日
か
ら
18
日
は
活
動
強
化

週
間
と
し
て
全
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

全
国
23
万
人
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
全

国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
が
提
唱
し
て
い
る

民
生
委
員
・
児
童
委
員
「
広
げ
よ
う　

地
域
に
根

ざ
し
た　

思
い
や
り
」
行
動
宣
言
お
よ
び
「
第
2

次　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
発
災
害
時
1
人
も
見

逃
さ
な
い
運
動
」
の
も
と
、
鉾
田
市
に
お
い
て
も

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

＊民生委員さん、どんなことをしているの？＊

民生委員さんは、児童委員もかねていて、子供や子
育て中のお父さん、お母さんに関わる福祉について
も担当しているのよ。また、子供に関する問題を専
門に担当している主任児童委員さんもいるのよ。

民生委員さんは、お年寄りや体の不自由な方など、
みんなが安心して暮らせるように、それぞれの担当
の地域で、福祉に関する相談にのってくれたり、専
門機関を紹介してくれたりするボランティアさん
なのよ。

民生委員さんって、どんなことをしている人なの？
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ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
、
推
進
体
制

ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
、
推
進
体
制

整
備
整
備
！！

　

市
の
農
産
物
を
中
心
と
す
る
地
域
資
源
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
目
指
す
市
産
地
ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ
プ
振
興
協
議
会（
会
長
・

鬼
沢
市
長
）
の
平
成
22
年
度
総
会
が
、
4
月
16
日
、
市
内

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
事
業
と
し
て
農
産

物
加
工
所
建
設
推
進
、
市
独
自
の
農
業
生
産
管
理
手
法

（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）「
ほ
こ
ま
る
Ｇ
Ａ
Ｐ
」
の
導
入
な
ど
、
ブ
ラ
ン

ド
化
へ
の
体
制
整
備
を
推
進
す
る
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、今
年
度
新
た
に
「
ほ
こ
た
ブ
ラ
ン
ド
認
証
品
」

と
し
て
3
品
目
が
認
定
、「
ほ
こ
た
ブ
ラ
ン
ド
開
発
協
力

事
業
者
」
も
県
内
の
4
事
業
者
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
最

後
に
、
協
力
事
業
者
が
開
発
し
た
新
規
加
工
品
の
試
食
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

〜
鉾
田
市
産
地
ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ
プ
振
興
協
議
会
総
会
〜

●
品
目
別
生
産
者
協
議
会
の
設
立

　

 

メ
ロ
ン
や
い
ち
ご
、
ト
マ
ト
、
か
ん
し
ょ
な
ど
品
目
別

生
産
者
協
議
会
を
設
立
し
、
品
目
別
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と

供
給
体
制
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

●
農
産
物
加
工
所
建
設
の
推
進

　

 

鉾
田
産
農
産
物
の
付
加
価
値
向
上
を
目
指
し
、
市
内
に

1
次
加
工
所
を
設
置
す
る
た
め
の
検
討
・
計
画
策
定
を

行
い
ま
す

●
市
観
光
協
会
と
連
携
し
た
飲
食
店
登
録
制
度
創
設

　

 
飲
食
店
に
お
け
る
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
の
メ

ニ
ュ
ー
化
や
特
長
あ
る
料
理
な
ど
の
掘
り
起
こ
し
や
開

発
を
促
し
ま
す

●
海
外
輸
出
に
向
け
た
取
り
組
み
の
促
進

　

 

上
海
、
香
港
、
台
湾
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
、
鉾
田
ブ
ラ
ン

ド
加
工
品
の
海
外
輸
出
を
促
進
す
る
た
め
の
活
動
を
行

い
ま
す

■
今
年
度
の
主
な
新
規
事
業

■
ほ
こ
ま
る
Ｇ
Ａ
Ｐ
導
入

　

市
独
自
に
農
産
物
の
安
全
性
を
確
保
し
、
認
証
す
る
制

度
（
農
業
生
産
工
程
管
理
手
法
（
Ｇ
Ａ
Ｐ)

）
を
導
入
し

ま
す
。
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
農
産
物
の
産
地
で
あ
る
鉾

田
市
。
残
留
農
薬
問
題
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、
産
地
と

し
て
の
信
用
が
失
墜
す
る
ば
か
り
か
売
上
げ
へ
の
被
害
は

甚
大
な
も
の
と
な
り
ま
す
。
一
方
、
食
の
安
全
に
対
す
る

消
費
者
の
意
識
は
高
ま
っ
て
お
り
、
安
全
安
心
を
担
保
す

る
こ
と
で
、
よ
り
有
利
な
販
売
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
Ｊ
Ａ
や
任
意
組
合
を
問
わ
ず
、
産
地
と
し
て
農

産
物
の
安
全
性
を
一
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
市
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
今
年
度
中

の
導
入
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

今後の
ブランド化
推 進 体 制

( イメージ図 )

鉾田市産地ブランドアップ振興協議会
認証制度・各種ＰＲ事業・商品開発協議・販路開拓・情報提供
・地産地消推進・食育支援　etc

ほこたブランド開発協力事業者
（2～ 3次加工）

食品加工事業者　etc
実 需 者

●消費者

●量販店

●外食中食産業

●海外バイヤー

　etc

連携 連携連携

連携

販売 販売

販売

農産物供給

受託加工

各種支援
情報発信
視察受入等

情報発信情報発信

鉾田市観光協会
・飲食店登録制度
・各種情報提供

new

農産物加工所
（1次加工）

付加価値向上を図
るため加工所設置

new

品目別生産者
            協議会
・メロン
・かんしょ
・いちご
・トマト　etc
品目別の生産者
組織設立・ブラ
ンド化の推進

new

鉾田市農業振興センター
・安全安心な農産物生産の推進・生産者団体との連携
・ほこまるGAP 策定・導入 new

■
新
規
ほ
こ
た
ブ
ラ
ン
ド

　

開
発
協
力
事
業
者

　

同
協
議
会
と
協
力
連
携
を
図
り
加

工
品
開
発
に
取
り
組
む
鉾
田
ブ
ラ
ン

ド
開
発
協
力
事
業
者
が
今
ま
で
の
6

社
に
加
え
、
今
年
度
4
社
が
加
わ
り

ま
し
た
。
新
規
事
業
者
は
次
の
と
お

り
。

①
㈱
菓
子
の
は
し
も
と（
小
美
玉
市
）

②
㈱
つ
か
も
と
（
龍
ヶ
崎
市
）

③
野
村
醸
造
㈱
（
常
総
市
）

④
来
福
酒
造
㈱
（
筑
西
市
）

〈
新
規
事
業
者
の
主
な
製
造
品
〉

①
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
②
甘
納
豆
③

ジ
ャ
ム
や
飲
料
酢
④
芋
焼
酎　
な
ど

■新規ほこたブランド認証品
①メロン羊かん（亀印製菓㈱）②苺羹（亀
印製菓㈱）③メロンプリン（茨城乳業㈱）

① ② ③

■
試
作
中
の
加
工
品

①
い
ち
ご
の
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン

②
メ
ロ
ン
牛
乳

③
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト

▲  総会の中で、試食が行われ、上々の
　出来との評判でした

① ② ③

Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農
業
生
産
工
程
管
理
手
法
）
と
は
・
・
・

G
ood  Agricultural  Practice

（
よ
い  

農
業
の  

や
り
方
）
の
略
で
、

関
係
法
令
等
に
則
し
て
、農
業
生
産
活
動
の
各
工
程
の
正
確
な
実
施
、

記
録
、
点
検
及
び
評
価
を
行
う
こ
と
に
よ
る
持
続
的
な
改
善
活
動

農産物供給・販売
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まちの
話題

　4月 15 日、健康増進施
設「ほっとパーク鉾田」
で入館者が 200 万人を達
成しました。
　記念すべき人となった
のは、鹿嶋市から訪れた
富上博生さん（73 歳）、
ふみさん（同）夫妻。施
設を運営する鉾田健康づ
くり財団理事長の鬼沢市

長から花束と記念品が手渡されました。富上さん夫妻が同施設を利用するよ
うになったのは、博生さんが足の痛みを温泉で癒そうと通い始めたことから。
これまで 10 数回利用しており、足の痛みもだいぶ和らいだとのことでした。
富上さん夫妻は「感激です。夢みたい。これからも通い続けます」と喜びを
語ってくれました。
　ほっとパーク鉾田は、平成 10 年の開業から、4月 15 日までで 4,296 日が
経過しました。単純計算で、1日に 466 人の方が利用していることになりま
す。また、同財団が運営する健康増進施設「とっぷさんて大洋」（平成4年開業）
でも既に入館者が 240 万人を超えており、順調にいけば、あと 2年ほどで
両施設合わせて 500 万人が達成されます。そのときの達成者は、あなたか
も知れません。
■ほっとパーク鉾田☎ 34-1211・とっぷさんて大洋☎ 39-6500

　春は入園、入学式のシーズン。あちらこちらで、真新しい洋服やちょっと
大きめの制服を着た新入生の姿が見うけられます。市内でも4月6日に小学
校（20校・新入生406名）で、4月7日には中学校（4校・新入生429名）で
入学式が行われました。巴第一小学校（写真）では、大槻啓子校長から「交
通事故に遭わないように」、「丈夫な体をつくりましょう」、「友達と元気よく
遊びましょう」と3つの約束のお話があり、新入生たちは少し緊張しながら
も真剣に耳を傾けていました。その後、1人1人壇上で校長先生から教科書
を手渡されると笑顔で受け取り、これからの学校生活に夢と希望を膨らませ
ているようでした。
　市内全ての小学1年生には、安心して通学できるよう、JAかしまなだ・JA
茨城旭村から黄色い帽子が、そして、（株）常陽銀行からは防犯ブザーがプ
レゼントされました。

　新入学シーズンを迎えた 4月 6 日早朝、鉾田地
内交差点で総勢約 100 名により春の交通安全ルー
トキャンペーン（市交通対策協議会主催）が行われ
ました。参加した鉾田二高生（15 人）たちは、信
号待ちのドライバーに啓発グッズを配りながら、笑
顔で安全運転を呼びかけました。

“トキメキ
　　  の春”

「よく見てね　十じろ　丁じろ　
　　おうだん歩どう」（春の交通安全スローガン）

元気に泳げ鯉のぼり

　3月 26 日、市人権推進連絡協議会主催により人
権尊重への正しい理解を深めてもらおうと市内スー
パーなど 3か所で、買い物客へパンフレットなど
を配り、人権啓発の呼びかけが行われました。

鉾田市人権啓発キャンペーン

200万人
達成！

　春の風物詩、安塚公園の鯉のぼりが、今年も元気
に泳いでいます。4月 24 日、新宮学区花いっぱい
推進協議会（大口一男 会長）の皆さん約 200 名に
より、約 90 匹の鯉のぼりが掲揚されました。
（掲揚期間）
5月 8日（土）まで

～ほっとパーク鉾田～

防犯は、鍵かけ、声かけ、心がけ
～春の地域安全運動～

　4月 20 日、市内スーパーで春の地域安全運動キャ
ンペーン（鉾田警察署主催）が実施され、防犯連絡
員、セーフティーマイタウン推進委員、青少年指導
委員、鉾田農高生などが参加し、県警音楽隊による
演奏が流れるなか、「子どもと女性の犯罪被害防止」
「乗り物盗難被害防止」などを呼びかけました。

入館者

～入学式～
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　春は、別れと新たな出会いが交錯する季節。昨

年度、鉾田市の転入・転出者は合計で 2,537 人。

初めて移り住むまちへの思いは、期待よりも不安

のほうが大きいのではないでしょうか。先日、市

役所に届いた一通の手紙をご紹介します。

　「澄んだ空気と満天の星空を眺めたいと東京から鉾田市に移り

住みましたが、妻が 1人でリハビリを兼ねた散歩中に転倒して

しまいました。偶然、通りかかった車の夫婦らしき男女に抱き起

してもらい大事には至りませんでした。気持ちが動揺していて、

名前を聞かずじまい。慣れない土地で人に助けてもらったありが

たさは人一倍です。しかし、助けていただいた方にはお礼ができ

ません。そこで、代わって、市民の皆さんにお礼を。“ありがと

うございました”」＜要約＞（76 歳・男性）　

　4月18日、小中学生対象の第5回鉾田市剣道
大会（市体協主催）が鉾田総合公園体育館で行
われました。面の中から相手を見据え、繰り出
される一本一本は、迫力いっぱい。観る者を圧
倒しました。

SPORT

　2月から3月にかけて、鉾田総合公園をメイ
ン会場に近隣中学校18校が集まり、第20回鉾
田市近隣中学校サッカー大会が開催されまし
た。選手たちは一生懸命ボールをつなぎ、ゴー
ルを目指していました。結果は、大洋中と旭中
が予選リーグを1位で通過しましたが、惜しく
も入賞はなりませんでした。

　県内外のスポーツ少年団63チームによる野
球大会が、4月10日から24日にかけて市内野球
場で行われました。選手の一球一投足に応援席
からは声援と大きな拍手が贈られていました。
　市内からは、10チームが出場し熱戦を繰り
広げ、舟木スポーツ少年団と串挽スポーツ少年
団がベスト8まで進出しました。

　4月 11 日、上沢地内にあるオハヨー乳業㈱の工場敷地で桜まつり
が行われました。同社では、日ごろお世話になっている地域の方のた
めにと敷地の一部を開放し平成 20年から毎年この時期に開催してい
ます。敷地内と隣接のゴルフ場の桜を合わせると約 1000 本にもなる
とのこと。祭りでは、景品付きのゲーム（輪投げやコーヒー豆つかみ
競争など）のほか、同工場の食品を生産する際にでる廃材で作られた
肥料の無料配布やアイスのつかみ取りも行われ、訪れた家族連れ客た
ちは、春の休日を満喫していました。

桜まつり

　昨年の 12月、旧鉾田駅からほっとパーク鉾田に移設された車両「キ
ハ 601」と「ＫＲ -505」が、4月 4日に一般開放され、移設後初の
公開イベント（鉾田駅保存会主催）が行われました。サウンドWRAP によ
る鉄道ソングの演奏、人力トロッコ体験乗車、車両公開（乗車した方
へは記念切符の無料配布）などのほか、トン汁も振る舞われ、訪れた
家族連れや鉄道ファンたちが楽しみました。今後も毎月第 3日曜日
に車内開放、ゴールデンウィーク中にもイベントが予定されています。

風・さくら色に輝いて、
　　　　鉄路の夢ふたたび

　2月から 3月にかけてザンビアの孤児院「カシ
シ子供の家」へ徳宿小、市内 3校の高校生、市
民有志たちにより、それぞれ文房具などを詰めた
支援物資が発送されました。同活動は、杏林大学
大学院の堤可厚教授が提唱しみかん箱交流とも呼
ばれ、市内での活動は今年 7年目を迎えました。

支援活動継続中
～ザンビアのカシシ子供の家へ～

3/26　鉾田一高、鉾田二高、鉾田農高の生
徒たちにより集められた支援物資を、鉾田
ロータリークラブの協力を得て発送 3/3　徳宿小の 5・4年の児

童が自分たちで持ち寄った
支援物資を発送

2/27　市民有志により
市内から持ち寄られた
支援物資を発送

ほっ！

第 20 回

鉾田市近隣中学校サッカー大会 第 5回鉾田市剣道大会
第19回鉾田山王杯

少年野球選手権大会

【大会結果（市内上位入賞）】（敬称略）
■団体戦　中学女子の部　第 3位　鉾田北中
■個人戦　中学女子の部　第3位　磯部澄莉（鉾田北中）



広報ほこた H22.5

2010.59

5/19（水）
大洋地区

　9：00 ～　9：25 吾妻原生活改善センター

　9：35 ～　9：50 二重作農村集落センター

鉾田地区
10：00 ～ 10：20 安塚コミュニティセンター

10：30 ～ 10：50 金谷運輸倉庫

11：00 ～ 11：25 スカイタウン集会所

11：35 ～ 11：55 串挽上公民館

13：15 ～ 13：40 野友公民館

13：50 ～ 14：15 半原公民館

14：25 ～ 14：50 借宿中央公民館前

15：00 ～ 15：20 西台プール前

5/20（木）
鉾田地区

　9：00 ～ 　9：15 宮下消防機庫

　9：25 ～ 　9：50 瀬古集荷所

10：00 ～ 10：25 鳥栖本郷学習館

10：35 ～ 11：00 新里公民館

11：10 ～ 11：40 南野会館

11：50 ～ 12：10 下冨田学習館

13：20 ～ 13：40 古新田公民館

13：50 ～ 14：05 大和田学習館

14：15 ～ 14：35 上冨田生活改善センター
14：45 ～ 15：00 藤沼公民館

5/21（金）
鉾田地区

　9：00 ～ 　9：20 大川学習館

　9：30 ～ 　9：50 北山公民館

10：00 ～ 10：35 舟木学修館

10：45 ～ 11：05 大戸学習館

11：15 ～ 11：45 徳宿小前農協倉庫跡地

13：00 ～ 13：25 東野公民館

13：35 ～ 13：55 安祥寺前農業研修センター

14：05 ～ 14：30 上諏訪公民館

14：40 ～ 15：00 靱負公民館

5/22（土）
旭・鉾田・大洋地区

　8：30 ～ 10：00 旭総合支所庁舎裏車庫前

10：30 ～ 12：00 鉾田市役所庁舎脇車庫前

13：30 ～ 15：30 大洋総合支所庁舎脇車庫前

5/13（木）
旭地区

　9：00 ～ 　9：20 飯田生活会館

　9：30 ～ 　9：50 大沼消防分団機庫前

10：00 ～ 10：20 下鹿田集落センター

10：30 ～ 10：50 箕輪集落センター

11：00 ～ 11：20 上太田公民館

11：30 ～ 11：50 造谷小橋会館

13：10 ～ 13：30 上釜集落センター

13：40 ～ 14：00 荒地農村集落センター

14：10 ～ 14：30 子生コミュニティセンター

14：40 ～ 15：00 常磐公民館

5/14（金）
旭地区

　9：00 ～ 　9：30 樅山集落センター

　9：40 ～ 10：00 冷水田園都市センター

10：10 ～ 10：40 勝下農村集落センター

10：50 ～ 11：05 柏熊新田集落センター

鉾田地区
11：15 ～ 11：35 華養院前駐車場

11：45 ～ 12：05 大竹公民館

13：15 ～ 13：35 下荒地地蔵院

13：45 ～ 14：05 美原公民館

14：15 ～ 14：30 玄生公民館

14：40 ～ 15：00 田中コミュニティセンター

5/17（月）
大洋地区

　9：00 ～ 　9：20 天神平粗大ごみ積替え保管場所前

　9：30 ～ 10：00 青山小角台集出荷所

10：10 ～ 10：30 台の浜公民館

10：40 ～ 11：00 濁沢農村集落センター

11：10 ～ 11：45 上島東小学校裏（北側）

13：00 ～ 13：25 武与釜生活改善センター

13：35 ～ 14：05 荒地公民館

14：15 ～ 14：35 田子沼公民館

14：45 ～ 15：10 京知釜公民館

5/18（火）
大洋地区

　9：00 ～ 　9：30 下沢集落センター

　9：40 ～ 10：15 飯島公民館

10：25 ～ 10：45 上幡木農村集落センター

10：55 ～ 11：15 中居白鳥会館

11：25 ～ 11：45 江川農村集落センター

13：00 ～ 13：25 大蔵大洋運動場

13：35 ～ 14：05 札公民館

14：15 ～ 14：35 阿玉農村集落センター

14：45 ～ 15：00 梶山集落センター

15：10 ～ 15：25 和田生活改善センター
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問 市役所　生活環境課　☎ 33-2111（内線）1134
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■注射手数料・・・・・3,500円
　（内訳）狂犬病予防注射料　    2,950円
　　　　  注射済票交付手数料　    550円
　※未登録犬の場合・・・・・   5,500円
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　県内でこれから農業を始める方や農業を始め
て間もない方を対象に、農業技術の基礎を学べ
る研修を行います。
○営農支援研修（Ａコース）
　期　間　6月上旬～ 9月中旬
　対象者　野菜を中心とした本格的な農業経営
　　　　　を目指す概ね45歳までの方
○定年帰農者等支援研修（水稲入門コース）
　期　間　6月中旬～ 10月中旬
　対象者　農産物を販売し収入を得ようとする
　　　　　概ね65歳までの方
□場　所　県立農業大学校（茨城町長岡）
□受講料　無料（テキスト代等は受講者負担）
【申込方法・申込締切】
　営農支援研修は5/14、定年帰農者等支援研修
は5/21までに、農業改良普及センターを経由し
て、県立農業大学校に申し込んで下さい。

申込期間　5/17（月）～ 21（金）
　音楽にあわせて体を動かす運動を行います。
　（椅子に座ったままの簡単な体操等を行います）
対象者　　鉾田市在住で65歳以上の方
日  程　　 5/31、 6/28、 7/26、 8/30、
　　　　　 9/27、10/25、11/22、12/27、
　　　　　 1/31、 2/28、 3/14
時　間　　9:30 ～ 11:30
場　所　　旭保健センター（旭総合支所敷地内）
持ち物　　動きやすい服装・上靴・飲み物
定　員　　30名
　　　　　（定員に満たない場合随時受付）

申込期間　5/10（月）～ 28（金）
　「何か運動を始めたいが、どういう運動をし
たらいいか分からない・・・」「自分流で運動
をしているが、これでいいのか心配・・・」
　このような方を対象に、ウォーキングや自宅
でできる運動を中心に、健康への意識と運動の
習慣を身に付ける教室を開催します。話題のピ
ラティスも体験できますので、お気軽にご応募
下さい。

応募条件　40歳～ 65歳までの方
　　　　　自宅でできる運動を身に付けたい方

会　場 日　程（全 6回）

鉾田保健センター
6／ 8（火）， 6／ 29（火）
7／ 28（水）， 8／ 10（火）
9／ 8（水）， 9／ 30（木）

旭保健センター
6／ 15（火）， 7／ 8（木）
7／ 30（金）， 8／ 26（木）
9／ 14（火），10 ／ 6（水）

時　間　10:00 ～ 11:30（受付9:45から）
内　容　ウォーキング（基礎編・実践編）、
　　　　リズム体操、ピラティス、ストレッチ等
費　用　無　料
定　員　各会場30名（定員になり次第、締切）

　母子家庭等の就労支援対策の一環として、自
立促進を図るため「訪問介護員2級課程講習会」
を実施します。

対 象 者　母子家庭の母及び寡婦の方
募集人数　30名
受講期間　6/27 ～ 11/21（延べ日数22日）
　　　　　時　　　　間　9:30 ～ 16:30
　　　　　講義及び実技　土・日曜　18回
　　　　　施 設 実 習　平日　　　  4回
講習会場　母子福祉センター（水戸市）
受 講 料　無料
　　　　　（所得によっては、交通費の一部　
　　　　　支給あり、保険料等は自己負担。）
そ の 他　○申込者は、全日程出席できる人で、
　　　　　おおむね母子家庭及び寡婦となり7
　　　　　年以内の方であること。
　　　　　○託児所あり（2歳児未満は対象外）

申込締切　5/20（木）
　消費生活専門相談員の資格取得を目指す方を
対象に講座を実施します。消費者問題に関心を
持ち、専門知識の習得に意欲を持った人を募集
します。
会　場　　茨城県開発公社ビル（水戸市笠原町）
定　員　　60人（書類選考による）
期　間　　7月～（2ヶ月程度）
受講料　　無料（テキスト代は受講者負担）
応募方法　履歴書に受講希望理由（400字以内）
　　　　　を添えて、郵送または持参

申込締切　5/18（火）
期　　間　5/25 ～ 6/25（毎週火・金の10回）
　　　　　19:30 ～ 21:30
会　　場　鉾田総合公園テニスコート
対　　象　初心者・初級者
定　　員　30人（定員になり次第締切）
参 加 費　3,000円 / 人（保険料・ボール代）
そ の 他　ラケットとシューズは各自で用意
申込窓口　・鉾田市教育委員会生涯学習課

（旭総合支所2F）
　　　　　・鉾田中央公民館
　　　　　・大洋公民館
　　　　　　　＊両公民館は月曜日休館

からだスッキリ教室
問　鉾田保健センター　☎ 33-3691
　　   旭  保健センター　 ☎ 37-1411

申込締切　7/21（水）
期　　日　　10/24（日）
会　　場　　行方市文化会館
参加資格　　鉾田市在住か在勤、在学の個人、
　　　　　　グループ
参 加 費　　協会会員無料　会員外有料
主　　催　　鉾田市民舞台芸術協会

　鉾田市民舞台芸術協会は、ミュージックフェ
スティバルの開催や市民の舞台芸術活動の支
援・育成を目指す団体です。会員についても募
集しています。（年会費 :1,000円）

「いばらき営農塾」
問　県立農業大学校　研修科　　    　☎ 029-292-0010
　　 鉾田地域農業改良普及センター　☎ 33-6192

県消費生活相談員等養成講座
問　県消費生活センター　☎ 029-224-4722

　　〒 310-0802　水戸市柵町 1-3-1　水戸合同庁舎内

鉾田市テニス教室（硬式）
問　鉾田市教育委員会生涯学習課　☎ 37-4342

ふれあいほっとタイム

問　市旭保健センター　☎ 37-1411

問　市福祉事務所 子ども家庭課　☎ 33-2111（内線 1571）

母子家庭等自立促進対策事業
「訪問介護員 2級課程講習会」

問　大好き いばらき 県民会議 事務局　☎ 029-224-8120
ホームページ：http://www.pref.ibaraki.jp/kankyo/

大好き いばらき エコチャレンジ
2010

問　県鹿行県民センター環境・保安課　☎ 33-6056
　 　 　　　　　　　　　　　　　　　FAX  33-5638

　　 　　　　Eメール：rokkose02@pref.ibaraki.lg.jp

たすきで繋ぐ北浦一周ウォーキング

申込締切　5/31（月）
日　時　6/20（日）　8:30～12:00
場　所　鉾田市環境学習施設　エコハウス

　　　（鉾田市安塚地先　湖岸堤防沿い）
内　容　カヌー体験、ウォーキング（ゴミを拾い
　　　　ながら）、簡易水質検査、メロンの試食
○カヌー体験
　募集人数　40名（応募者多数の場合は抽選）
　募集対象　小学3年生以上
　　　　　　（小学生は大人同伴）
　参  加  費　1名500円
○ウォーキング
　募集人数　160名（応募者多数の場合は抽選）
　募集対象　小学生以上（小学生は大人同伴）
　参 加 費　1名100円
□応募方法
　電話・ＦＡＸ・Ｅメールにて受付

問　鉾田保健センター　☎ 33-3691

デイケアのご案内

　心の病のために活動の場がない人、家に閉じこ
もりがちな人。このような方を対象（市内在住の
20歳以上の方）に、憩いの場、グループ活動の場
として、保健師・作業療法士による、軽スポーツ
や手芸・絵手紙、野外活動を行っています。
　心身機能の維持・回復と、参加者間の交流を
目的としていますので、お気軽にご参加下さい。

○参加を希望される方は、鉾田保健センターまで
ご連絡下さい。

問　鉾田保健センター　☎ 33-3691
　　 大洋保健センター　☎ 39-4866
　　   旭   保健センター　☎ 37-1411

機能回復訓練事業のご案内

　機能回復訓練を行いたいのにその機会がない
人、身体が不自由なために家に閉じこもりがち
な人。このような方の身体機能の維持・回復と、
日常生活の自立を助け、参加者間の交流の場とな
ることを目的とした事業です。

対象者　 病気による後遺症（脳卒中後の麻痺・慢
性疾患）や老化等によって身体に不自由
のある40歳以上の方

内　容　 理学療法士による訓練や簡単な手作業
（手芸・絵手紙等）

○参加を希望される方は、各保健センターまで
ご連絡下さい。

申込締切　6/30（水）
○エコチャレンジとは？
　地球温暖化防止に向けて、家庭からの二酸化
炭素排出量を削減するため、グループや各家庭
で、創意工夫しながら7月から8月までの2ヶ月
間、電気使用量の削減に取り組んでいただきます。
　優秀な取り組みに対し、表彰があります。
□応募方法
　インターネット又は郵送、FAX により大好き 
いばらき 県民会議 事務局へ申し込んで下さい。
※申込用紙はホームページからダウンロードす
るか、市役所生活環境課、旭・大洋市民センター
にあります。

ミュージック フェスティバル at ほこた 2010
出演者募集！

問　鉾田市民舞台芸術協会代表　塙　糸子　☎ 33-4359
E メール：h-music@water.ocn.ne.jp
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実施場所　鉾田保健所
実 施 日　毎週火曜日　9:00 ～ 10:00
検査項目　HIV 抗体、ｸﾗﾐｼﾞｱ抗体、梅毒血清
　　　　　C型肝炎、B型肝炎
料　　金　無料
　　　　　（検査結果を書面で必要な場合は、　
　　　　　文書料がかかります）

相談日　5/7（金）
　　　　大洋総合支所　 9:00 ～ 12:00
　　　　旭総合支所　　13:00 ～ 16:00
内　容　農業委員会に関する各種申請書の受付
　　　　と審査

ドクターと連携し栄養士が、健康を考えた手作り食品
職場へ・個人宅へ
会議やイベントに

お弁当 1個から宅配！

高齢者
の

健康管
理食と

して！

いばらき健康づくり支援店

バランスのよいお弁当です

糖尿病や高血圧など
の食事療法に
対応しています

あなたの命を支えたい

㈱美
う ま

味いるプラス
本社　水戸市千波町 759-1

お問合せ　うまいるショップ（たきもとクリニック内）
☎0291-39-0505　AM8：30-PM4：30（定休日　日・祝）

う　ま　い　る

美味いる美味いる 命 弁命 弁
ぬ ち　べ んぬ  ち　べ  ん

野菜の牛肉巻
380キロカロリー

580円

ちらし寿司
355キロカロリー

500円
主食・主菜・副菜のそろった

　自動車税は毎年4月1日現在の所有者（登録
名義人）に課税されます。お近くの金融機関、
コンビニエンスストアまたは県税事務所で納税
してください。

　各種税金の相談や個人事業・法人の創業に関
する相談にご利用ください。
日　時　5/19（水）・6/2（水）
　　　　13:30 ～ 16:30
場　所　鹿嶋市まちづくり市民センター　2階
　　　　鹿嶋市宮中4631-1

　農作物への被害を防ぐため、銃器を使用して、
カラスの鳥獣捕獲を行います。
期　間　5/24（月）～ 28（金）
時　間　日の出～日没
範　囲　市内全域（猟銃禁止区域等を除く）
　捕獲作業は、茨城県猟友会鉾田支部所属の各
分会が実施します。
　銃器を使用しますので、早朝より発砲音が聞
こえる場合があります。

　赤十字へのご理解と活動資金へのご協力をお
願いします。
　皆様から集められた資金は、被災者の救護活
動をはじめ、救急法などの講習会、ボランティ
ア活動、青少年の育成などに役立てています。
　鉾田市においても、例年各世帯からおおむね
500円以上の資金協力をいただいているところ
です。
　21年度においては、おかげさまをもちまし
て、下記のような実績を上げることができまし
た。本当にありがとうございました。
　また、住宅火災による被災者への災害救援物
資（布団、毛布、ブルーシート、日用品セット
等）の配布、市内青少年赤十字加盟校への助成
等を行いました。
　本年も、活動資金にご協力くださいますよう
お願いいたします。

　　　　　　平成21年度の実績　　　　（単位：円）

社資名
鉾田市

（募集実績額）
内　　　訳

旭地区 鉾田地区 大洋地区

一般
社資 5,093,778 1,156,500 2,880,278 1,057,000

特別
社資 705,000 110,000 440,000 155,000

社資
合計 5,798,778 1,266,500 3,320,278 1,212,000

ご協力に感謝申し上げます
ありがとうございました

不動産公売を実施します
問　市役所収納課　　　　　　☎ 33-2111（内線 1173）
　　  市農業委員会事務局　　    ☎　同上　  （内線 1252）

□日　時　7/14（水）受付13:20から
□場　所　市福祉事務所2階（市役所本庁舎隣）
□公売に関する資料の配布
　　 市役所収納課において、物件の詳細、必要

書類などを記した冊子を配布しています。
郵送をご希望の方はご連絡ください。

□注意事項
　・公売日直前に、滞納税の完納などで中止に
　　なる場合がありますので、中止の有無をご
　　確認ください。
　・買受人の制限（国税徴収法第92条）、公売
　　実施の適正化のための措置（国税徴収法第
　　108条）等に定める、買受人となることが
　　できない方は参加できません。
　・ 市は、買受人への不動産登記簿上の所有権
移転などの登記は行いますが、登録免許税
等は買受人の負担となります。

　 ・  市は、物件の引渡の義務を負いません。　
物件内の動産類やごみの撤去、占有者の立
ち退きなどは、すべて買受人自身で実施し
てください。

　・隣地との境界は買受人と隣地所有者で協議
　　してください。
　・公売参加には市農業委員会の発行する「買
　　受適格証明書」の提出が必要です。
□対象不動産

農業委員会からのお知らせ
問　市農業委員会事務局　☎ 33-2111（内線 1251・1252）

問　市役所社会福祉課　☎ 33-2111（内線 1565）

6 月 1 日「人権擁護委員の日」
全国一斉「特設人権相談所開設」

日　時　6/1（火）10:00 ～ 15:00
場　所　○鉾田中央公民館
　　　　○旭地区学習等供用施設
　　　　○大洋公民館
内　容　差別問題、家庭内の問題、金銭貸借、借
　　　　地借家、近隣間のもめごと等の相談
　※ 相談無料・予約不要ですので、お気軽にご利

用願います。

問　ハローワーク常陸鹿嶋　☎ 0299-83-2318（内線 23）

平成 22 年 3月新規学校卒業者対象
求人受理説明会

日　時　5/26（水）
　　　　13:30 ～ 16:00
　　　　受付13:00から
場　所　鹿島勤労文化会館1階ホール
　　　　鹿嶋市宮中325-1

問　鉾田中央公民館　☎ 33-2030

鉾田中央公民館大集会室（大ホール）
使用中止について

無料税務相談（要予約）
問　関東信越税理士会潮来支部　☎ 0299-84-7339

問　行方県税事務所　☎ 0299-72-0482

自動車税は 5月 31 日までに
納めましょう！

軽自動車税の減免申請について
問　市役所税務課市民税係　☎ 33-2111（内線 1183・1184）

申請期限　5/24（月）
【減免対象】
□身体障害者等の方のために使用する軽自動車
等で一定の要件を満たすもの。（身体障害者
等が18歳以上の場合は、該当車両が本人名
義であること。18歳未満の場合は、生計を
一にする家族名義等であること）

□構造が専ら身体障害者等の利用に供するため
に改造された車両。(車検証に「障害者輸送用」
等と記載されているもの）

□公益のため直接専用するものと認める車両。
【申請に必要なもの】
○障害者手帳等（身体障害者手帳・精神障害者
保健福祉手帳・療育手帳・戦傷病者手帳）

○軽自動車税の納税通知書
○運転する方の免許証○軽自動車検査証○印鑑
【その他】
◇車両の名義や障害の区分によっては減免に該
当しない場合もあります。

◇減免対象となる車両は普通自動車も含め1人
につき1台です。

【申請場所】　
市役所税務課
旭総合支所税務担当窓口
大洋総合支所税務担当窓口

問　鉾田保健所　☎ 33-2158

血液検査（性感染症・肝炎ｳｲﾙｽ）
6月から受付時間が変更になります

有害鳥獣の捕獲を実施します
問　市役所産業経済課　☎ 33-2111（内線 1165）

5 月は赤十字運動月間です
問　市役所社会福祉課　☎ 33-2111　（内線 1566）

　昨年度から進めておりました鉾田中央公民館
の耐震診断の結果、大集会室（大ホール）の天
井部分において、構造耐震指標が低いと診断さ
れ、大規模地震の際に部分的に崩壊する危険性
が高いことが判明しました。つきましては、皆
様方の安全確保を第一と考え、大集会室（大ホー
ル）の使用は平成22年4月20日を基準日として
中止としました。
　ご迷惑をおかけしますが、皆様のご理解とご
協力をお願いします。

公売
区分

物件の所在
(鉾田市）

地
目 地積 見積

価格
公売
保証金

H22-1 当間字天神台2023番1当間字十石台2024番 畑 146 ㎡
1,625 ㎡

790,000
　円

80,000
円

H22-2 烟田字福寿寺647番 畑 2,486 ㎡ 840,000
円
90,000

円

H22-3 上沢字葉柄山315番 畑 1,677 ㎡ 680,000
円
70,000

円

H22-4 上太田字仲の町978番1 田 1,107 ㎡ 360,000
円
40,000

円
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健康カレンダー （5/３～6/３まで掲載）

旭保健センター ☎37－1411
鉾田保健センター ☎33－3691
大洋保健センター ☎39－4866

問

市立図書館休館日　5月
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

休館日

一般相談（13：00～15：00）
２日前までに予約

弁護士相談（10：45～15：00）
予約制

　鉾田本所　☎32－5831
　旭 支 所　☎37－3571
　大洋支所　☎34－5200

問

心配ごと相談
旭 鉾田 大洋

5月 27（木）
旭学供施設

13（木）
大洋公民館

6月 10（木）
社協本所

24（木）
大洋公民館

行政相談  （定例）

市役所総務課秘書室☎33－2111
（内線1211）

問

　5/12（水）　17：00～19：00
　　　　鉾田中央公民館

つくば（９：00～21：00） ☎029－852－9999
大　阪（24時間対応）　　 ☎072－727－2499
日本中毒情報センター http://www.j-poison-ic.or.jp/

中毒110番

毎日（20：00～23：00） ☎0299－82－3817
鹿嶋市宮中1998－２鹿島保健センター内

夜間小児救急診療所

毎日（18：30～23：30）
日曜日・祝日・年末年始（9：00 ～ 17：00）
☎029－254－9900（短縮ダイヤル＃8000）

茨城子ども救急電話相談

電話案内（24時間対応） ☎029－241－4199
インターネット　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/
携 帯 サ イ ト　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/

茨城県救急医療情報システム

鉾田警察署 ☎34－0110
鉾田消防署 ☎34－0119
旭 出 張 所 ☎34－4119
大洋出張所 ☎34－5119
火災情報テレホンサービス ☎32－2119

一般の問合せ

医 療 機 関 案 内

警察・通報　110
火災・救急　119

火 災 ・ 緊 急

　　防災無線を聞き逃した時は
防災無線テレホンサービス ☎34－8770
 ☎34－8771

納税カレンダー
軽自動車税 全期 納期限

5/31（月）固定資産税 1期

献血にご協力ください
5/24（月）  10:00 ～ 12:00 ショッピングガーデン　アクロス

5/25（火）  10:00 ～ 16:00 ジョイフル山新鉾田店

精神保健事業
事業名 場所（時間） 5月

デイケア 鉾田
（９：30～11：30） 7・14・21・28（金）

フリークラブ

旭
（９：30～11：30） 19（水）

鉾田
（９：30～11：30） 12・26（水）

大洋
（９：30～15：00） 10・17・24・31（月）

事業名 場所（項目） 5月

乳児健診 鉾田 12（水）
（H22．1生）

育児相談
旭 18（火）
鉾田 12（水）

幼児健康
診査

旭 １歳半健診 18（火）
（Ｈ20．8～10生）

鉾田

１歳半健診 21（金）
（H20．10生）

2歳児歯科健診 7（金）
（H19．10生）

3歳児健診 13（木）
（H19．1生）

機能回復
訓練

（リハビリ）

旭 19・26（水）
鉾田 6・13・27・6/3（木）
大洋 14・21・28（金）

休日診療
電話番号 5月

北浦整形外科 33-2136 23
ハタミ病院 33-3158 3・16
鉾田病院 32-3313 5・30
高須病院 33-2131 4・9

市役所総務課秘書室
☎33－2111（内線1211）

問

毎月開催しています！
市民と市長の朝市トーク

とき　5/10（月）旭総合支所　　
　　　6/ 7（月）鉾田市役所
※時間はいずれも８：15～９：15

市の木　サクラ 市の鳥　ウグイス市の花　ヒマワリ

鉾田市職員採用試験のお知らせ
問　市役所総務課　☎ 33-2111（内線　1222・1223）

鉾田市メール配信サービス
□インターネット（HPへアクセスして登録）
 https://service.sugumail.com/hokota/member/
 □携帯電話（次のアドレスへ空メールを送信し、登録確認 
 メールが届いてから画面の指示に従って登録してください。）  

  t-hokota@sg-m.jp

　4月5日、大洋総合支所で行われた朝市
トークではゴミのボランティア収集や道
路などのことが話題となりました。

問　鉾田中央公民館　☎ 33-2030
　 　 旭公民館 　　　   ☎ 37-1118
　　 大洋公民館　　　 ☎ 39-3305

公民館成人教育事業　歴史教室

【演　題：桜田門外の変（桜田門外の変‐異聞‐）】
　井伊大老の首級の行方や水戸妙雲寺に井伊大
老の首塚（直弼台霊塔）を建立した三木啓次郎
氏について。また、三木啓次郎氏と松下幸之
助氏との関係などについて歴史教室を開催し
ます。
講 師：久野勝弥 氏（現水戸史学会副会長・
　　　　　　　茨城県郷土文化研究会副会長）
対 象 者：一般市民
募集人数：各会場先着50名

開催日 開始時間 場　所
6 / 9（水） 10:00 鉾田中央公民館
6/19（土） 13:00 旭公民館
7 / 3（土） 10:00 大洋公民館

申込方法：5/3より、各公民館窓口に申込書が
置いてありますので，必要事項を記入しお申し
込みください。

（電話，FAX での受付はできません。）

職 務 内 容　一般事務

採用予定人数　若干名

受 験 資 格　 S60.4.2 ～ H 元年4.1生まれで「試験案内」
に記載された欠格事項に該当しない4年制
大学卒業者

　　　　　　　（H23.3卒業見込者含む）

試　　　　験　1次試験　7/10（土）
　　　　　　　　　茨城大学（水戸市）教養試験・作文
　　　　　　　2次試験　9月を予定
　　　　　　　　　鉾田市役所　集団討論・面接

受験申込用紙　鉾田市役所　総務課で配布

※郵送希望の場合
　 宛先を明記し120円切手を貼った返信用封筒（角2判）
を下記へ送付して下さい。

　〒311-1592
　　鉾田市役所　総務課　採用試験係

受験申込受付
○持参の場合　月曜～金曜
　　　　　　　（8:30 ～ 17:30）
○郵送の場合　5月31日消印のものまで
　　　　　　　有効
　　　
　　　締　切　5/31（月）17:30

9/19（日）に 2 回目の採用試験を
おこないます。
対象者：大卒・短大・専修学校・
高校の卒業者（H23.3 卒業見込者含む）
※大卒者の方は 7/10 実施の試験との重
　複応募は出来ません。


